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(1)　第1838号　2021年3月5・15日

県本部第１回ユニオンセミナー
日　時 ３月20日（土） 13：30 開会
場　所 自治労会館・県南会館
内　容 ・自治労運動について
 ・自治労共済について
 ・賃金・権利について

出
、
交
渉
協
議
な
ど
、
回
答

前
進
に
向
け
た
取
り
組
み
強

化
と
臨
時
大
会
の
代
議
員
確

保
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
生
井
澤
書
記
長
か

ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
書

面
審
議
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

第
１
回
中
央
委
員
会
の
書
面

審
議
結
果
に
つ
い
て
、
全
議

推
薦
委
員
会
結
果
報
告
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
が

春
闘
状
況
に
触
れ
、
今
年
の

人
事
院
勧
告
期
の
闘
い
が
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
昨
年
の
賃
金
確
定

闘
争
の
要
求
提
出
単
組
を
上

回
る
各
単
組
の
要
求
書
提

案
が
多
数
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
、
臨
時
大
会
に
向
け
た
県

本
部
役
員
選
挙
の
公
示
、
ス

ト
ラ
イ
キ
批
准
の
成
立
、
公

務
員
連
絡
会
・
自
治
労
の
２

０
２
１
春
闘
期
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
経
過
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
３
月
　
日
に
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開
催
さ
れ
る
県
本
部
第
１
１

９
回
臨
時
大
会
に
向
け
た
大

会
運
営
と
日
程
、
議
案
構
成

な
ど
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
質

疑
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
推
薦
委
員
会

か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

会
の
書
面
審
議
の
結
果
報
告

や
県
本
部
臨
時
大
会
に
向
け

た
日
程
、
議
案
構
成
、
役
員

　
県
本
部
は
３
月
８
日
、
自

治
労
会
館
で
単
組
代
表
者
会

議
を
開
き
第
１
回
中
央
委
員
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県
本
部
臨
時
大
会
に
向
け
協
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

単
組
代
表
者
会
議
を
開
催

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横
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　女性の連帯を示す日であり人権と経済的
自立を求めた女性解放要求行動の日。パン
とバラをシンボルとしており、それぞれ「経
済的安定」と「女性の尊厳」を示す。

知ってほしい、
組合用語！

3.8国際女性デー

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
に
連
帯

自
治
労
・
連
合
が
女
性
集
会
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女
性
の
人
権
と
労
働
権
確

立
を
求
め
る
「
３
・
８
国
際

女
性
デ
ー
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
自
治
労
女
性

集
会
が
３
月
８
日
に
開
か
れ

夕
方
か
ら
は
連
合
中
央
集
会

が
両
集
会
と
も
ウ
ェ
ブ
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　「
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
」

は
、
１
９
０
９
年
、
ア
メ
リ

カ
の
女
性
参
政
権
を
求
め
る

集
会
が
起
源
と
な
り
、
世
界

中
に
広
が
っ
た
国
際
的
な
女

性
の
統
一
行
動
で
す
。

　
自
治
労
集
会
で
は
、
鬼
木

書
記
長
が
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
重

黒
木
女
性
部
長
が
集
会
の
意

義
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
を
テ
ー
マ
に
中
野
麻

美
弁
護
士
か
ら
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
連
合
の
３
・

８
国
際
女
性
デ
ー
中
央
集
会

が
開
か
れ
、
２
０
２
１
春
季

生
活
闘
争
方
針
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性

推
進
課
題
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

単組代表者会議で春闘の取り組み強化を訴える千歳委員長

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な
が
る
自
治
労

3
・
8
国
際
女
性
デ
ー
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働く仲間の底上げめざす
連合茨城が春闘に向け決起集会

　
連
合
茨
城
は
２
月
　
日
、
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２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
要

求
実
現
総
決
起
集
会
を
水
戸

市
に
あ
る
労
働
福
祉
会
館
会

議
室
を
は
じ
め
県
内
７
会
場

を
結
ん
で
開
催
し
、
約
５
０

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
例
年
は
３
月
初
旬
に
屋
外

集
会
を
開
き
、
春
季
生
活
闘

争
に
向
け
た
決
意
を
固
め
て

き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
感
染
予
防
対
策
の
観

点
か
ら
、
８
会
場
で

の
分
散
開
催
と
、
 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配

信
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
自
治
労
の
花
島
書

記
次
長
の
司
会
で
は

じ
ま
っ
た
集
会
で

は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
内
山
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
「
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
で
昨
年

は
集
会
を
中
止
し
た
が
、
本

日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
誰
も
が

安
心
・
安
全
に
働
く
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
と
、
分
配

構
造
の
転
換
に
つ
な
が
り
得

る
賃
上
げ
に
取
り
組
み
、

『
感
染
症
対
策
と
経
済
の
自

律
的
成
長
』
の
両
立
と
『
社

会
の
持
続
性
』
を
確
か
な
も

の
と
し
て
い
く
た
め
の
足
掛

か
り
と
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
連
合
茨
城
構
成
組
織
と

情
報
共
有
に
努
め
な
が
ら
、

す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
『
底

上
げ
』
が
図
れ
る
よ
う
、
連

合
茨
城
に
結
集
す
る
皆
さ
ん

と
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
取

組
ん
で
参
り
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
大
井
川
県
知

事
・
郡
司
彰
参
議
院
議
員
・

浅
野
哲
衆
議
院
議
員
・
青
山

大
人
衆
議
院
議
員
か
ら
集
会

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
春
季
生
活
闘
争
の

連
合
茨
城
の
取
り
組
み
提
起

の
あ
と
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
集
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

連合茨城春季生活闘争総決起集会
であいさつする内山会長

県本部第１回中央委員会・書面審議結果
57人中央委員数
39人賛否への参加中央委員数

Ⅰ　中央委員会の書面審議に関する承認
承認数審議形態
38１．中央委員会の書面審議の実施について

Ⅱ　各報告に関する承認
承認数報　　　告
38１．2020賃金確定闘争の取り組みについて

38２．自治労団体生命共済の抜本改正
　　（組織討議・制度骨格案）について
Ⅲ　各議案に対する賛否

賛成数議　　　案

38第１号議案
　2020現業・公企統一闘争総括（案）

38第２号議案
　2021自治労茨城春闘方針（案）

38第３号議案
　当面の闘争方針（案）

38第４号議案
　新たな共済推進方針（本部組織討議案）

38第５号議案
　選挙委員の選出について

38第６号議案
　専従役員の数および役職の承認について

県
本
部
臨
時
大
会
に
向
け
協

県
本
部
臨
時
大
会
に
向
け
協
議議
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県
内
の
医
療
従
事
者
で
つ

く
る
県
本
部
衛
生
医
療
評
議

会
は
２
月
　
日
、
自
治
労
会

27

館
で
定
期
総
会
を
開
き
年
間

の
活
動
方
針
、
役
員
体
制
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
県
本
部

衛
生
医
療
評
議
会
役
員
で
開

き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
宮
本
議
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
で
集
会
や
学
習
会
が
延
期

と
な
る
な
ど
厳
し
い
一
年
と

「公共サービスにもっと投資を！キャンペーン」アピール
に参加する衛生医療評の役員

情
報
共
有
で
職
場
改
善
を

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
、
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

伴
う
防
疫
等
作
業
手
当
支
給

の
バ
ラ
ツ
キ
や
休
暇
の
取
り

扱
い
な
ど
県
内
の
仲
間
が
衛

生
医
療
評
議
会
に
結
集
し
な

が
ら
、
情
報
を
共
有
し
職
場

改
善
に
繋
げ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
県
本
部
か
ら
千

歳
委
員
長
が
春
闘
情
勢
な
ど

衛
生
医
療
評
が
定
期
総
会

に
触
れ
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

し
た
あ
と
、
活
動
経
過
報

告
、
運
動
方
針
が
提
案
さ

れ
、
拍
手
で
承
認
。
役
員
体

制
で
は
引
き
続
き
宮
本
議
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、
参
加
者
は
ウ
ェ

ブ
に
よ
る
『
本
部
２
０
２
１

年
度
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
』

に
参
加
し
、
全
国
の
取
り
組

み
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
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無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労
茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に
直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案
ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の報酬お
よび経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
課
題
な
ど
議
論

自
治
労
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
開
く

衛生医療評議会幹事会体制
議　長　宮本　恵一（県職連合）

副議長　大友　晴美（北茨城市職連合）

事務局長　宮田竜一郎（県本部）

幹　事　浦住　優子（北茨城市職連合）

幹　事　海方　裕幸（笠間市職員組合）

幹　事　原田かおり（笠間市職員組合）

幹　事　関　　京子（県職連合）

幹　事　蔀　　明美（県職連合）

幹　事　勝田　康大（県職連合）

幹　事　塙　　　淳（県職連合）
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自
治
労
は
２
月
　
日
、
２
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０
２
１
年
度
地
域
医
療
セ
ミ

ナ
ー
を
ウ
ェ
ブ
方
式
で
開
き

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
す
る
中
で
、
国

内
の
公
立
・
公
的
病
院
を
取

り
巻
く
状
況
も
一
変
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
厚
生
労
働
省

が
全
国
の
公
立
・
公
的
４
４

０
病
院
の
再
編
・
統
合
な
ど

を
進
め
る
「
再
検
証
」
に
つ

い
は
、
そ
の
期
限
が
延
期
と

さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
新
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
新

た
な
策
定
時
期
に
つ
い
て

も
、
事
実
上
の
延
期
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
福
井
自

治
労
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

事
務
局
長
に
よ
る
「
情
勢
お

よ
び
基
調
提
起
」
、
自
治
労

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
問
題
に
か
か
わ
る
検

証
等
の
会
議
（
コ
ロ
ナ
Ｐ

Ｔ
）
」
に
よ
る
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
市

立
函
館
病
院
か
ら
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
と
見
え
た
課
題
」
、
富
山

県
立
中
央
病
院
か
ら
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

振
り
返
っ
て
～
現
場
か
ら
見

え
た
こ
と
、
第
１
波
を
中
心

に
～
」
、
大
阪
市
立
十
三
市

民
病
院
か
ら
「
全
国
地
域
医

療
セ
ミ
ナ
ー
医
療
現
場
か
ら

の
報
告
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
医

療
・
保
健
現
場
を
担
う
衛
生

医
療
の
仲
間
が
、
現
状
と
課

題
を
整
理
し
、
今
後
の
各
地

域
で
担
う
べ
き
公
立
・
公
的

病
院
の
あ
り
方
・
役
割
を
考

え
る
意
義
あ
る
集
会
と
な
り

ま
し
た
。

を
増
や
す
方
向
に
賛
同
し
て

い
る
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
処
分
さ
え
ま
ま
な
ら

な
い
状
態
で
、
原
発
を
動
か

し
続
け
る
の
は
理
解
で
き
な

い
。
　
Ｑ
　「
原
発
は
Ｃ
Ｏ
２
を

出
さ
な
い
か
ら
ク
リ
ー
ン
」

だ
と
い
う
声
が
あ
る
け
ど
？

　
Ａ
　
国
連
が
掲
げ
る
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」と
結
び
つ
け
て
、
原

発
を
容
認
す
る
意
見
だ
ね
。

で
も
、
ひ
と
た
び
事
故
を
起

こ
せ
ば
、
放
射
能
汚
染
を
広

げ
る
。
ク
リ
ー
ン
で
は
な
い

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
理
念
に
反
し
て
い
る
。

被
災
　
年
目
を
原
発
ゼ
ロ
と

10

決
断
す
る
年
に
し
た
い
ね
。

て
次
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
Ｑ
　
で
も
、
政
府
は
原
発

を
再
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い

る
よ
。

　
Ａ
　
国
民
世
論
と
は
大
き

な
乖
離（
か
い
り
）が
あ
る
。

日
本
原
子
力
文
化
財
団
の
世

論
調
査（
２
０
１
９
年
　
月
）

10

で
さ
え
、「
廃
止
」を
望
む
声

は
約
６
割
。
原
発
を
増
や
す

べ
き
と
い
う
の
は
２
％
し
か

な
か
っ
た
。
世
論
の
多
数
派

は
原
発
へ
の
依
存
で
は
な

く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
Ｑ
　
と
い
う
と
？

　
Ａ
　
事
故
を
起
こ
し
た
原

発
は
い
つ
廃
炉
作
業
が
終
わ

る
か
、
い
ま
だ
に
め
ど
が
立

た
な
い
。
復
興
は
道
半
ば

で
、
県
外
に
避
難
し
た
福
島

の
被
災
者
は
　
年
末
時
点
で

20

３
万
人
近
く
も
い
る
。
原
発

事
故
は
人
々
の
暮
ら
し
や
生

業
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
。
「
安
全
だ
」
と
い
う
の

も
神
話
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
事
実
を
教
訓
に
し

て
、
私
た
ち
は
未
来
に
向
け

人
た
ち
が
、
　
歳
を
迎
え
た

20

と
報
道
さ
れ
て
い
た
ね
。
こ

の
　
年
を
振
り
返
っ
て
み
た

10
時
、
日
本
政
府
は
原
発
事
故

の
教
訓
か
ら
何
を
学
ん
だ
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
Ｑ
　
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
事

故
か
ら
、
間
も
な
く
　
年
だ

10

ね
。
　
Ａ
　
１
月
の
成
人
式
で
、

当
時
小
学
校
４
年
生
だ
っ
た

「
原
発
ゼ
ロ
」へ
の
決
断
こ
そ

？？Q&AQ&A
焦点焦点


